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 （意見２） 

＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

１．検討の前提について（割当上の優先順位） 

 (3) エリア放送の制度化について 

 

＜意見＞ 

ワンセグ対応携帯端末では、よほど受信状況が良い場所で

無い限りワンセグ視聴はできないので、技術的に見直すか、

廃止するか、はっきりさせたほうがいいと思います。 

 

【個人】

エリア放送については、ワ

ンセグ対応携帯端末等によ

り、事業者が想定している業

務区域において、適切に受信

可能であると承知していま

す。 

また、エリア放送の技術的

要件につきましては、必要に

応じて、適切な見直しを行う

予定です。 

 

2 ＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

６．運用調整等の実施主体 

(1) 特定ラジオマイクチャンネルリスト作成・更新の主体

 

＜意見＞ 

【原案】 

一方、次年度以降、特定ラジオマイクチャンネルリスト以

外の運用場所を追加するなどの特定ラジオマイクチャンネ

ルリストの更新については、特定ラジオマイクの運用者が地

デジに混信を与えないよう地デジとの共用条件を満足する

ことを示す資料を総務省に提出し、総務省はその資料に基づ

いてリストの更新を行なうことが適当である。 

 

【意見】 

一方、次年度以降、特定ラジオマイクチャンネルリスト以

外の運用場所を追加するなどの特定ラジオマイクチャンネ

ルリストの更新については、特定ラジオマイクの運用者から

の報告などにより、引き続き総務省において地デジへの干渉

計算や関係者との調整を行ない更新することが適当である。

 

【ロックドア株式会社】

本来、ホワイトスペースに

おいては当該無線局の免許人

自らによって地デジに混信を

与えないことを確認して運用

しなければならないものです

が、当初の特定ラジオマイク

チャンネルリストは、特定ラ

ジオマイクの円滑な周波数移

行を図るための一環として総

務省において作成されるもの

です。次年度以降の当該リス

トの更新は、特定ラジオマイ

ク運用者が提出する資料に基

づいて総務省が行うことが適

当と考えるものであることか

ら、原案が適当と考えます。

 

3 ＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

１．検討の前提について（割当上の優先順位） 

 (3) エリア放送の制度化について 

 

＜意見＞ 

（経緯および原案） 

中間とりまとめ（案）への意見募集の際に、「実証実験に

よって地域に特化した放送を提供するという意義を確認し

た後は、エリア放送は終了することとし、ホワイトスペース

での免許割当ても実施すべきではない」との意見を提出し

た。 

これまで実験試験局として

行われたエリア放送におい

て、数千人規模の視聴者に対

してエリア放送を実施したも

のもある他、イベント時や地

域における地域情報提供等に

使用されており、採算の確保

という観点のみならず、様々

なニーズがあることから、エ

リア放送はこういった多様な

ニーズに対応するものと考え

ております。 
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(1) 特定ラジオマイク 

 

＜意見＞ 

【原案】 

ホワイトスペースに隣接する 710～714MHz の周波数帯は、

特定ラジオマイク用に一次業務として割り当てられており、

当該周波数帯と連続的な使用により、同一機材での運用が可

能となることを考慮する必要がある。このため、ホワイトス

ペースにおける特定ラジオマイクの使用周波数については、

地デジ用周波数帯の中でもより高い周波数帯から使用でき

ることが望ましい。 

また、移動しながら運用する移動体型の特定ラジオマイク

については、その運用形態を考えると、今後技術的な方法等

何らかの方法で地デジの保護を担保できない限り、ホワイト

スペースでの利用は困難と考えられる。 

このため、今回の運用調整の仕組みの検討に当たっては、

いわゆる固定的な運用と可搬型の運用の特定ラジオマイク

のみを検討の対象としている。 

 

【意見】 

（要約） 

将来の更なる周波数再編を前提に、ホワイトスペースは

42CH 以下を使用するべき 

 

（意見） 

本年度、地上テレビジョン放送のデジタル化に伴う空き周

波数（53CH から 62CH の 10CH）は、近年の移動通信用周波

数の逼迫対策のため、この利用帯域に割り当てられたところ

ですが、最近の総務省の情報通信統計データベースによれ

ば、移動通信事業者 6 社の移動通信トラフィック量は年間 2 

倍の伸び率を示しており、今後 10 年間で約 1,000 倍のトラ

フィック量の増加が見込まれ、更なる移動通信用周波数の確

保等の逼迫対策が必要です。この逼迫対策のためには、既存

の放送用周波数の縮小も例外ではなく、将来的に更なる周波

数再編が考えられます。 

地上テレビジョン放送（470～710MHz）は、限られた周波

数を有効活用できるデジタル放送の利点を最大限活かし、近

い将来に当該放送帯域を更に圧縮して 52CH から 42CH 以下

に再リパックして 470～650MHz とし、空いた 10CH 分の周波

数を移動通信用周波数へ割り当てる等、周波数の有効利用を

行うべきであると考えます。 

 

【Wireless City Planning 株式会社】

ン～（平成 22 年 11 月 30 日）」

において、移動通信システム

等について、周波数確保の目

標が掲げられており、この目

標に向けた検討及び取組が総

務省で行われているものと承

知しています。 

 なお、周波数再編について

は、本最終とりまとめ（案）

の意見募集対象ではありませ

ん。 

10 ＜該当箇所＞ 

全体（総論） 

 

本案への賛同意見として承

らせていただきます。 
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＜意見＞ 

弊社は、700MHz 帯認定携帯電話事業者として、関連各位

の皆様のご協力を得ながら、700MHz 帯終了促進措置を円滑

に進めたいと考えております。 

ホワイトスペースにおける運用調整の仕組みづくりは、

700MHz 帯における終了促進措置にも密接に関連する事項と

理解しております。 

今後、ホワイトスペースを利用するシステムの円滑運用が

推進されることで、周波数有効利用が促進されることを期待

します。 

 

【株式会社ＮＴＴドコモ】

 

11 ＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

４．運用調整の確立のための具体的な方策 

(1) 地デジの保護と利用可能性の予見性の付与 

① 特定ラジオマイクチャンネルリストの公表 

 

＜意見＞ 

【原案】 

 特定ラジオマイクは可搬型として運用するものもあるこ

とや、別の帯域からの移行であり、移行前と同水準の利用環

境を確保する必要があることを考慮すると、あらかじめ特定

ラジオマイクの運用が想定される場所について、地デジに混

信を与えず利用可能なチャンネルのリスト（以下「特定ラジ

オマイクチャンネルリスト」という。）を作成し、開設希望

者は特定ラジオマイクチャンネルリストの場所の範囲内で

免許を申請し、総務省はその申請された運用場所ごとに使用

可能な周波数を指定して免許することが適当である。 

 このため、総務省は特定ラジオマイクに係る無線局を免許

することが可能である運用場所及び使用可能なチャンネル

のリストとして位置づけられる特定ラジオマイクチャンネ

ルリストを公表することが適当である。 

 

【意見】 

「特定ラジオマイクチャンネルリスト」の公表により、特

定ラジオマイクの使用の有無に係わらず、リストに掲載され

るだけで特定ラジオマイク以外のホワイトスペース利用シ

ステムの免許が拒否されることがないよう、考慮されるべき

である。 

 基幹放送局の地上デジタル放送に対する与干渉（I/N＜

-10dB）を前提とするならば、特定ラジオマイクチャンネル

リストはホワイトスペースチャンネルリストと同一のもの

となり、特定ラジオマイクの利用の可否だけでなく、全ての

ホワイトスペース利用の可能性を示すリストとなるものと

考える。 

「特定ラジオマイクチャン

ネルリスト」と重複する事実

のみをもって、他のホワイト

スペース利用システムの免許

が拒否されることは基本的に

想定されていませんが、他の

ホワイトスペース利用システ

ムの免許申請者は、特定ラジ

オマイクとの運用調整を行う

ものであることを示す資料を

提出する必要があるととも

に、特定ラジオマイクに有害

な混信を生じさせない等の条

件の下、免許付与されること

となると考えられます。 

「特定ラジオマイクチャン

ネルリストはホワイトスペー

スチャンネルリストと同一の

ものとなり、特定ラジオマイ

クの利用の可否だけでなく、

全てのホワイトスペース利用

の可能性を示すリストとなる

ものと考える。」との御意見に

ついては、特定ラジオマイク

と他のホワイトスペース利用

システムとの間では、送信出

力や運用環境等が異なること

から、必ずしも特定ラジオマ

イクチャンネルリストである

ことが他のホワイトスペース

利用システムの利用可能性を

担保するものとはならないと

考えられます。 
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免許申請者が注意すべき事項を記載することが望ましい。 

 

【意見】 

 総務省は、エリア放送参入マニュアルにおいて、特定ラジ

オマイクとの調整の頻度を低減するために、特定ラジオマイ

クが使用する可能性が◆低い◆チャンネルについて、エリア

放送免許申請者が◆参考にすべき◆事項を記載することが

望ましい。と修正すべき。 

（理由） 

 特定ラジオマイクの申請が無い段階（申請準備中の場合を

除く。）で、エリア放送申請者に注意が求められる法令的な

根拠が無い。 

 また、当然のことながら相手方が無いため技術的な検討を

行おうにも干渉レベル等が不明であるため具体的に注意す

ることが不可能であり、意味が無い。 

 調整の頻度を低減するためには、総務省がエリア放送免許

申請者に向けて好ましい候補チャネルを推薦することの方

がより現実的かつ合理的であると考えられる。 

 

【エリア放送開発委員会】

運用調整を行う頻度が増加

し、場合によっては停波等の

措置を講じなくてはならない

ようなケースが多発する可能

性があると考えられます。 

 

14 ＜該当箇所＞ 

全体（総論） 

 

＜意見＞ 

弊社は、700MHz 帯の認定開設者として、関係の皆様から

ご協力を得ながら 700MHz 帯における終了促進措置を進めて

いるところです。 

ホワイトスペース利用システムの運用調整の仕組みは、周

波数の一層の有効利用が図られると共に、システム間の運用

調整が円滑に行われることで、700MHz 帯における終了促進

措置の推進に寄与するものと考えております。 

 

【KDDI 株式会社】

本案への賛同意見として承

らせていただきます。 

 

15 （意見１） 

＜該当箇所＞ 

Ⅰ.特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

４．運用調整の確立のための具体的な方策 

５．運用調整体制確立後の運用について 

６．運用調整等の実施主体 

７．運用調整等実施規程のひな型 

 

＜意見＞ 

【原案】 

 特定ラジオマイクは可搬型として運用するものもあるこ

とや、別の帯域からの移行であり、移行前と同水準の利用環

境を確保する必要があることを考慮すると、あらかじめ特定

御意見にある「ホワイトス

ペースチャンネルリスト」が

何を示すかが必ずしも明確で

はありませんが、特定ラジオ

マイクチャンネルリストは、

特定ラジオマイクの運用が想

定される場所について、特定

ラジオマイクが地デジに混信

を与えずに利用可能なチャン

ネルを示すリストであり、日

本全国の全ての「ホワイトス

ペース」で利用可能なチャン

ネルを網羅的にリスト化した
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８．運用調整の仕組みの導入に当たっての考慮事項 

 

＜意見＞ 

【原案】 

 総務省は、エリア放送参入マニュアルにおいて、特定ラジ

オマイクとの調整の頻度を低減するために、特定ラジオマイ

クが使用する可能性が高いチャンネルについて、エリア放送

免許申請者が注意すべき事項を記載することが望ましい。 

 

【意見】 

 総務省は、エリア放送参入マニュアルにおいて、特定ラジ

オマイクとの調整の頻度を低減するために、特定ラジオマイ

クが使用する可能性が◆低い◆チャンネルについて、エリア

放送免許申請者が◆参考にすべき◆事項を記載することが

望ましい。と修正すべき。 

（理由） 

 特定ラジオマイクの申請が無い段階（申請準備中の場合を

除く。）で、エリア放送申請者に注意が求められる法令的な

根拠が無い。 

 また、当然のことながら相手方が無いため技術的な検討を

行おうにも干渉レベル等が不明であるため具体的に注意す

ることが不可能であり、意味が無い。 

 調整の頻度を低減するためには、総務省がエリア放送免許

申請者に向けて好ましい候補チャネルを推薦することの方

がより現実的かつ合理的であると考えられる。 

 

【株式会社ハートネットワーク】

放送参入マニュアルにおい

て、記載されることが望まし

いと考えられることを記述し

ているものです。 

なお、この注意事項にエリ

ア放送免許申請者が従う義務

はありませんが、その場合、

運用調整を行う頻度が増加

し、場合によっては停波等の

措置を講じなくてはならない

ようなケースが多発する可能

性があると考えられます。 

 

16 （意見１） 

＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用の仕組み 

１．検討の前提について（割当上の優先順位） 

 

＜意見＞ 

【原案】 

利用システム間の割当上の優先順位は以下のように示され

ている。 

 

【意見】 

検討の前提として、地上デジタルテレビ放送用周波数帯ホ

ワイトスペース利用システム間の優先順位が表記されたこ

とを評価し、あらゆる状況において、この優先順位に則って

疑義なく運用調整が行われることを＜前提条件＞として、運

用調整に関わるすべての決まりごとに明記して頂きたいと

考えます。 

 

 

基本的に本案への賛成意見

として承らせていただきま

す。 

 なお、個別の運用調整にお

いては、免許人間の同意等に

基づき、ケースバイケースの

調整が行われることもあり得

るものと考えられますが、最

終的には、この優先順位に基

づく免許条件がホワイトスペ

ース利用システムの免許に付

されていることを踏まえ、運

用調整がなされるものと想定

されます。 
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＜意見＞ 

【原案】 

運用調整協議会は、特定ラジオマイク免許人及びエリア放送

免許人に対して連絡先等を連絡し運用調整を指示する。 

 

【意見】 

通常は特定ラジオマイクのエリア放送に対する優先順位

を前提として運用されるものの、万が一にも、特定ラジオマ

イク免許人及びエリア放送免許人の混信による運用調整が

発生し、その調整が不調となった場合には、免許人間の不要

な混乱を生じさせない為、必要に応じて、中立かつ電波に関

する技術的知見を有する運用調整機関による裁定を要望し

ます。 

 

討されるものと考えられま

す。 

 

 （意見５） 

その他 

（留意事項や情報提供など） 

 

＜意見＞ 

ホワイトスペース利用システム運用調整の仕組み最終とり

まとめ(案)への提言 

 

地上デジタルテレビ放送用周波数帯ホワイトスペース利用

システム運用の前提として、あらゆる状況において、この最

終とりまとめ案に明記された優先順位に則って、疑義なく運

用調整が行われること望みます。またこれを＜前提条件＞と

して、運用調整に関わるすべての決まりごとに明記して頂き

たいと考えます。優先順位に則って運用されることで、原則

的に運用調整は発生しないものと理解しますが、運用調整が

発生し得る可能性は僅かでも想定されるのであれば、そのケ

ースを予め具体的に洗い出しておくべきと考えます。 

 

1．ホワイトスペース各システムの周波数帯域の棲分 

・ホワイトスペースでの特定ラジオマイクとエリア型放送な

ど各システムの安定運用には、運用調整の簡素化をする必要

があると考えます。 

その為には、ホワイトスペース各システムの運用周波数帯域

を棲み分ける事が、運用調整の簡素化につながると考えま

す。 

・使用チャンネルの変更が困難なエリア型放送システムとの

運用調整は、予め同じチャンネルが競合しない様にしておく

ことで無用な調整を回避する事が可能であると考えます。 

・運用調整の簡素化（無用な調整の回避）を図るための方策

として、ラジオマイクはチャンネルの高い周波数帯から運用

し、エリア型放送システムは低い周波数帯から運用する様に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定ラジオマイクとエリア

放送との調整の頻度を低減す

る観点から、本最終とりまと

め案において、「総務省は、エ

リア放送参入マニュアルにお

いて、（略）特定ラジオマイク

が使用する可能性が高いチャ

ンネルについて、エリア放送

免許申請者が注意すべき事項

を記載することが望ましい」

としているところです。 
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免許を交付する事を提案します。 

 

2．特定ラジオマイクチャンネルリスト 

・現在の、特定ラジオマイクは、１次業務として全国運用が

可能であり、この運用環境の維持を考慮し、総務省の調査、

検討、および合意によるチャンネルリストの作成、更新を将

来的にも責任をもって継続していただけるように強く要望

致します。 

また、このチャンネルリストは、地デジへの混信防止とエリ

ア放送を含めた運用に欠かすことのできない重要な運用指

針となる為、常時更新が必要だと考えます。そのための調査、

更新については、チャンネルリストの公共性保持の観点か

ら、総務省での実施が適当と考えます。 

・特定ラジオマイク年間運用連絡数は、平成 23 年度におい

て約 23 万件以上、運用場所数は、約 6100 カ所以上となるこ

とや、今回の特定ラジオマイクの制度化により B型ラジオマ

イクから A 型へ移行する劇場やホールが増えることが予測

されるため、チャンネルリスト以外の場所での運用希望が発

生すると考えられます。しかしながら、地デジに混信を与え

ないことを示す資料の提出を要求されることになった場合

は、小規模な事業者が多い特定ラジオマイクユーザーにとっ

て、技術的にも、経費的にも、困難ですし、また、全国ツア

ーなど日々場所を移動する可搬型の運用の場合、時間的にも

困難です。提出資料の簡略化とチャンネルリストの敏速な更

新、公表を要望します。 

 

3．運用調整機関 

・運用調整等実施規定【ひな形】の運用調整手順によれば、

特定ラジオマイクとエリア放送間などで混信による運用調

整が必要となる場合、運用調整協議会が各免許人へ連絡し、

免許人間による運用調整に委ねられてます。万が一にも、運

用調整が発生し、その調整が不調となった場合には、免許人

間の不要な混乱を防ぐ為、中立で技術的知見を有する運用調

整機関による裁定を要望します。 

・新たな調整機関や運営環境の構築にはどの様な費用が発生

するのか、検討して頂きたいと考えます。 

現在、特ラ連の運営費用は特定ラジオマイクユーザーの負担

となりますが、現行の環境で必要の無い新たな費用負担は、

他周波数帯（一次業務）からの周波数移行となる特定ラジオ

マイクユーザーが負担する費用では無いと考えます。 

・運用連絡調整方法については、相互通信機能を持つインタ

ーネットなど効率的な連絡方法の整備構築が必要と考えま

す。 

 

【社団法人日本演劇興行協会】

 

 

本来、ホワイトスペースに

おいては当該無線局の免許人

自らによって地デジに混信を

与えないことを確認して運用

しなければならないものです

が、当初の特定ラジオマイク

チャンネルリストは、特定ラ

ジオマイクの円滑な周波数移

行を図るための一環として総

務省において作成されるもの

です。次年度以降の当該リス

トの更新は、特定ラジオマイ

ク運用者が提出する資料に基

づいて総務省が行うことが適

当と考えます。 

なお、具体的な提出資料の

内容等やチャンネルリストの

敏速な更新、公表については

総務省において検討されるも

のと考えます。 

 

 

 

 

 

頂いた御意見は、今後設立

される運用調整連絡会（仮称）

及び協議会（仮称）において、

適宜、検討されるものと考え

られます。 
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17 ＜該当箇所＞ 

Ⅰ．特定ラジオマイクとエリア放送の運用調整の仕組み 

５．運用調整体制確立後の運用について 

(1) 特定ラジオマイクチャンネルリストの更新及びその

影響 

６．運用調整等の実施主体 

(1) 特定ラジオマイクチャンネルリスト作成・更新の主体

 

＜意見＞ 

全体では賛成いたしますが、特定ラジオマイクユーザー団

体として下記の 2点だけ、意見を述べさせていただきます。。

 

H25 年 3 月に作成し公表されるチャンネルリストでは、事

務手続及び実運用上もれている場所が出てくると想定して

います。このような場所を洗い出し追加登録をすることが必

要となるため、少なくとも来年度までは総務省が責任を持っ

てチャンネルリストの更新を行うべきだと思います。 

また、今年度の技術試験事務において、特定ラジオマイク

のアナログイヤーモニターを詳細に測定・検証し、ホワイト

スペースでの共用検討を行っていただきたいと思います。 

 

5.（1）①で、総務省は既存免許人に対し、これまで行わ

れてきた特定ラジオマイクユーザーの運用上の利便性を損

なわないことを十分に考慮した変更手続等の方策を立てる

べきだと思います。 

 

【日本舞台音響家協会】

基本的に賛成意見として承

らせていただきます。 

 なお、特定ラジオマイクチ

ャンネルリスト及びアナログ

イヤーモニターに関する意見

については、総務省において

検討されるものと考えられま

す。 

 また、「特定ラジオマイクユ

ーザーの運用上の利便性を損

なわないことを十分に考慮し

た変更手続等の方策」につい

ては、今年度総務省において

実施される技術試験事務の結

果等を踏まえ、総務省におい

て検討されるものと考えられ

ます。 

 

 


